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   A case of emphysematous pyelonephritis is presented. A 54-year-old woman with diabetes mel-
litus was admitted because of bilateral ureteral stones. Five days after bilateral ureterolithotomy, 
she developed left flank pain, chills and fever. Plain x-rays of the abdomen (KUB) showed an enlarged 
left kidney with a giant gas shadow on the left renal area and no evidence of stone shadow. Drip 
infusion pyelogram revealed a decrease in the left renal function and the presence of the gas in the 
pyelocalyceal system. Contrast-enhanced computerized tornograms confirmed the presence of the gas 
in the  parenchyma and pyelocalyceal system. The patient was treated conservatively with intensive 
antibiotic therapy, interavenous fluids and control of diabetes mellitus. After 3 weeks of therapy, 
the gas shadow disappeared, and a good recovery of renal architecture and function was achieved. 















の 疑 い に て 当科 紹 介 され た.KUBに て右 腎 結 石(3
×4mm),右 尿 管結 石(6×4mm仙 腸 関 節),左 尿 管
結 石(17×9mmL3)が 認 め られ,IVPで は 軽 度 の
右 水 腎 症 とい ち じる しい左 水 腎症 がみ られ,左 側 は 尿
管 が 造 影 され ず,手 術 目的 に て 入 院 した(Fig.1).
入 院 時,FBS268mg/dlと高 値 を 示 した ため,レ ギ ュ
ラ ー イ ン シ ュ リン161Uを 使 用 しFBSを150mg/
dlに コ ン トロール し,両 側 尿管 切 石 術 を 施 行 した(右
傍 腹 直 筋 切 開,左 背 面 垂 直 切 開),術 後,感 染 予 防 と
して,PIPC6.09/day投 与 を お こな った が,術 後
lEl目よ り肉眼 的 血 尿 が 持続 し術後3日 目よ り37.5℃
前 後 の 発 熱 お よび全 身 倦 怠 感 ・左腰 痛 を 訴 え,5日 目
よ りは38℃ を こ え る発 熱 が 認 め られ た ため,術 後
8El目にKUB・IVPを 施 行 した.ま た,術 後8日
目よ り気 尿に 気 づ いて いた.
























れ,尿 検査では血膿尿,尿 培養では 瓦σ読 が同定さ
れた.
















































異 常 な し
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1984年Michaeliら2》の65例 の 集 計結 果 に よれ ば そ
の年 齢 ・性 ・左 右 差 に つ い て は,19歳～81歳 ・平 均54
歳 で あ り,64%が 女 性,左 側53%・右 側35%・ 両 側7
%と な って い る.起 炎菌 では,E.Coli.がも っ と も多
く71%を占め,つ いでKlebsielta・Aerobacterが多 く
証 明 され て い る.基 礎疾 患 とし ては,糖 尿病 が87%,
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本論 文の要 旨は,第32回日本泌 尿器 科学会 四国地方会 にて
発表した.
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